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会員の内訳 人数 前年比増減 
特別会員 35名 0名 継

続 個人会員 934名 －30名 
新規会員 154名 ＋4名 
合 計 1,123名 －26名 

 

 

１
．
財
源
確
保 

（
１
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
連 

 

当
会
は
、
２
０
０
４
年
１
月
に
「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
」
の

資
格
を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
付
さ
れ
た
方
に
対
し
て

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以

来
、
４
年
を
経
過
し
て
、
今
年
度
は
第
３
回
目
の
再
申
請
の

時
期
に
当
っ
た
が
、
特
に
問
題
な
く
さ
ら
に
２
年
間
の
認
定

期
間
延
長
が
認
め
ら
れ
た
。 

こ
の
４
年
間
、
寄
付
総
額
は
安
定
し
て
年
間
１
億
５
０
０

０
万
円
以
上
を
継
続
し
、
認
定
前
の
平
均
１
億
円
前
後
に
対

し
、
５
０
％
の
増
加
を
見
て
い
る
。
ま
た
、
寄
付
件
数
に
つ

い
て
も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
今
年
度
は
前
年
度
よ
り
も 

６
６
７
件
増
え
た
。
こ
れ
は
１
５
周
年
事
業
の
「
２
０
０
棟

記
念
募
金
」
の
反
響
に
よ
る
所
が
大
き
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、

当
会
の
支
援
の
裾
野
が
広
が
り
、
そ
の
規
模
が
拡
大
し
た
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
当
会
の
実
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
成
果
と
思
わ
れ
る
。 

特
に
最
近
で
は
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
対
す
る
一
般
の
理

解
も
少
し
ず
つ
広
ま
り
、
寄
付
を
申
し
出
る
に
当
り
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
否
か
を
確
認
す
る
個
人
、
法
人
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
遺
贈
と
言
う
形
で
の
寄
付
も

年
に
数
件
ず
つ
出
始
め
て
い
る
の
も
認
定
取
得
後
の
顕
著

な
特
徴
で
あ
る
。 

 

（
２
）
支
援
者
情
報 

①
Ｊ
Ｈ
Ｐ･

藤
原
紀
香
カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど
も
教
育
基
金 

２
０
０
６
年
５
月
１
５
日
に
本
基
金
が
ス
タ
ー
ト
し
２

年
を
迎
え
る
。
藤
原
紀
香
さ
ん
撮
影
に
よ
る
写
真
展
「
Ｓ
ｍ

ｉ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ
！
」
を
今
年
度
は
静
岡
、
東
京
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
内
フ
ジ
フ
ィ
ル
ム
ス
ク
ェ
ア
、
大
阪
な
ど
で
開

催
。
本
基
金
に
賛
同
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご

寄
付
、
写
真
展
へ
の
募
金
、
そ
し
て
藤
原
紀
香
さ
ん
ご
自
身

か
ら
著
書
『
紀
香
魂
』
印
税
を
（
Ｊ
Ｈ
Ｐ
を
含
む
３
団
体
へ
）

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
紀
香
さ
ん
自
身
が
強
く
望
ん

で
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
学
校
建
設
を
Ｊ
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て

実
現
。
こ
の
３
月
に
は
贈
呈
式
出
席
の
た
め
訪
カ
。
Ｃ
Ｃ
Ｈ

の
子
ど
も
た
ち
と
も
触
れ
合
い
、
ゴ
ミ
山
も
視
察
。
２
０
０

８
年
３
月
末
日
現
在
、
基
金
Ｈ
Ｐ
へ
の
総
ア
ク
セ
ス
数 

（
２
０
０
６
年
５
月
〜
）
は
１
１
万
２
７
０
０
件
を
超
え
、

今
年
度
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
は
５
７
０
万
３
２
１
７
円
と

な
っ
た
。
（
藤
原
紀
香
さ
ん
か
ら
Ｊ
Ｈ
Ｐ
の
ほ
か
計
３
団
体

へ
の
著
書
印
税
寄
付
含
む
）
。 

 

（
３
）
会
員
の
状
況 

 

会
員
数
は
こ
こ
数
年
、
引
き
続
い
て
漸
減
傾
向
で
あ
る
。

今
年
の
新
入
会
員
数
は
前
年
と
比
較
し
て
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
る
が
、
一
方
で
退
会
者
の
増
加
が
目
立
っ
た
。
な
か
で
も
、

当
初
か
ら
の
会
員
が
逝
去
、
若
し
く
は
高
齢
化
し
て
退
会
し

た
ケ
ー
ス
が
例
年
に
比
較
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
。 

都
道
府
県
別
で
は
東
京
が
８
人
増
加
し
た
一
方
、
千
葉
、

神
奈
川
、
愛
知
等
の
都
市
圏
で
や
や

減
少
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
地
区
は
、

全
般
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
総
数

で
は
２
６
人
の
減
少
と
な
っ
た
。
そ

の
な
か
で
、
特
別
会
員
が
３
名
増
加

し
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い

え
る
。 

継
続
し
て
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
く
に
は
、
会
員
へ
の
き
め
の
細
か

い
対
応
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
今
後
、
広
報
活
動
等
に
さ

ら
に
力
を
注
い
で
会
員
数
の
増
加

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

 

（
４
）
各
種
助
成
金
申
請 

①
申
請
業
務
（
１
３
件
） 

今
年
度
は
１
３
件
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
貯
金
普
及
セ
ン
タ
ー
（
啓
発
事
業
）
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
貯
金
（
学
校
建
設
２
事
業
、
音
楽
支
援
の
計
３
事
業
）
、

一
食
平
和
基
金
（
学
校
建
設
）
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば 

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）
の
６
件
の

配
分
が
決
定
し
た
。
不
採
用
は
３
件
、
結
果
待
ち
は
４
件
と

な
っ
て
い
る
。 

 

②
助
成
金
に
よ
る
事
業
（
１
０
件
） 

 

運 営 基 盤 拡 充 

学校建設 200 棟募金の支援で建設が進む、コンポンチャム県スクン小学

校を視察する小山内代表、佐伯理事。（2008 年 3 月） 
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会員の推移 
都道府
県名 06年度 07年度 増減 
北海道 49 51 ＋2
青森 5 4 -1 
岩手 2 2 0 
宮城 14 11 -3 
秋田 1 2 +1 
山形 3 3 0 
福島 7 6 -1 
茨城 17 13 -4 
栃木 8 5 -3 
群馬 10 11 +1 
埼玉 67 63 -4 
千葉 79 73 -6 
東京 378 386 +8 
神奈川 219 216 -3 
山梨 9 8 -1 
長野 7 6 -1 
新潟 5 3 -2 
富山 3 4 +1 
石川 8 10 +2 
福井 １ 0 -1 
岐阜 6 5 -1 
静岡 49 50 +1 
愛知 30 24 -6 
三重 6 7 +1 
滋賀 3 5 +2 
京都 18 15 -3 
大阪 29 25 -4 
兵庫 16 13 -3 
奈良 6 6 0 
和歌山 1 1 0 
鳥取 0 0 0 
島根 2 3 +1 
岡山 12 11 -1 
広島 9 10 +1 
山口 2 4 +2 
徳島 1 0 -1 
香川 2 2 0 
愛媛 4 3 -1 
高知 1 0 -1 
福岡 23 22 -1 
佐賀 1 1 0 
長崎 2 2 0 
熊本 13 14 +1 
大分 4 5 +1 
宮崎 2 3 +1 
鹿児島 13 13 0 
沖縄 2 2 0 
合計 1,149 1,123 -26

 

今
年
度
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
無
償
資
金
（
学
校
建
設
）
、
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
（
学
校
建
設
・
音
楽
支
援
の
２
事
業
）、

大
阪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
（
学
校
建
設
）
、
国
際
交
流
基

金
、
港
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
金
（
以
上
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア･

カ
レ
ッ
ジ
）
、
連
合
「
愛
の
カ
ン
パ
」
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
支
援
）
、

国
際
婦
人
福
祉
協
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
）
、
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
貯
金
普
及
セ
ン
タ
ー
（
啓
発
事
業
）
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

地
球
ひ
ろ
ば
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
）
の
１
０
件
を
実
施
し
た
。 

 

（
５
）
各
種
募
金
活
動 

海
外
活
動
費
の
一
部
を
募
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
製
品
、
バ
ザ
ー
品
、
書
籍
等
の
販
売
や

募
金
活
動
を
行
っ
た
。 

 ①
２
０
０
棟
募
金 

十
五
周
年
記
念
事
業 

２
０
０
７
年
４
月
よ
り
、
１
人
１
万
円
で
６
０
０
人
分
の

募
金
を
集
め
る
活
動
を
開
始
し
、
年
度
内
に
目
標
額
を
達
成

し
た
。
支
援
先
校
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
よ
り
７
５
キ
ロ
、
１
時
間

半
の
位
置
に
あ
る
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
県
の
ス
ク
ン
小
学
校

に
決
定
し
、
１
月
１
５
日
よ
り
校
舎
１
棟
５
教
室
と
ト
イ
レ

１
棟
４
室
の
建
設
を
開
始
、
５
月
３
０
日
の
完
成
を
予
定
。

（
１
６
ペ
ー
ジ
上
段
写
真
）
贈
呈
式
は
８
月
２
７
日
を
予
定

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
記
念
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
計
画
中
。 

 

（
６
）
各
種
収
集
に
よ
る
財
源
確
保 

 

①
書
き
損
じ
葉
書
・
切
手 

書
き
損
じ
葉
書
を
集
め
て
通
信
費
を
削
減
す
る
運
動
を

継
続
。
２
０
０
７
年
度
は
９
万
３
０
５
２
円
分
の
通
信
費
の

削
減
に
繋
が
っ
た
。
（
運
動
開
始
か
ら
の
累
計
は
１
８
０
万

１
５
６
９
円
） 

 ②
マ
イ
レ
ー
ジ 

当
会
は
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
の
社
会
貢
献
（
エ
ア
ケ

ア
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
寄
付
先
に
選
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
総
マ
イ
ル
獲
得
数
は
１
５
３
万
３
０
５

８
マ
イ
ル
（
前
年
度
よ
り
３
５
万
９
０
５
８
マ
イ
ル
増
加
）

で
、
残
マ
イ
ル
数
は
５
２
万
０
５
５
８
マ
イ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
１
５
周
年
記
念

祝
賀
会
時
に
、
幸
せ
の
子
ど
も
の

家
（
Ｃ
Ｃ
Ｈ
）
の
子
ど
も
を
招
聘

し
た
際
に
マ
イ
ル
を
使
用
す
る

な
ど
、
国
内
外
の
活
動
時
に
役
立

っ
て
い
る
。 

 

③
古
本
（B

ook_Sm
ile

企
画
） 

２
０
０
６
年
１
０
月
よ
り
、
古

書
店
う
さ
ぎ
書
林
と
協
力
し
、
古

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
募
金
を
ス
タ

ー
ト
。
当
会
会
員
、
協
力
者
に
広

く
古
本
の
収
集
を
呼
び
か
け
、
う
さ
ぎ
書
林
が
買
い
取
る
仕

組
み
。
そ
の
買
取
金
は
Ｊ
Ｈ
Ｐ
に
寄
付
さ
れ
る
。
２
０
０
８

年
３
月
末
で
終
了
し
、
現
在
買
い
取
り
額
を
計
上
中
。
協
力

者
に
成
果
を
伝
え
る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
機
関
紙

等
で
も
報
告
す
る
。 

 （
７
）
寄
付
サ
イ
ト 

当
会
は
、
①
環
境
ア
リ
ー
ナ
研
究
機
構
、
②
国
際
協
力 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
③
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ピ
ー
プ
ル
㈱
、 

 

④
ヤ
フ
ー
㈱
が
運
営
す
る
寄
付
サ
イ
ト
に
参
入
し
、
そ
れ
ぞ

れ
寄
付
を
受
け
て
い
る
。 

２
０
０
７
年
度
は
、
①
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ア
リ
ー
ナ
寄
付
サ
イ

ト
」
よ
り
６
６
万
５
２
５
９
円
、
②
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

募
金
」
よ
り
５
５
４
６
円
、
③
の
「
イ
ー
コ
コ
ロ
！
」
よ
り

２
５
万
６
８
７
９
円
、
④
の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
金
」
よ

り
１
６
万
３
０
６
２
円
の
寄
付
収
入
が
あ
っ
た
。 
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理事会・総会の開催について 
会 議 名 
開 催 日 

主な審議事項 

第５９回理事会 

2007 年 4 月 24 日 

1.2006 年度事業報告及び収支決算 

2.2007 年度事業計画及び収支予算 

3.2007 年度総会の開催及び報告事項 

4.2007 年カンボジア 8月隊派遣 

5.国際ボランティア・カレッジ第二期事業計画

6.理事の選任 

7.職員の採用 

8.当会より派遣するＪＥＮ理事の代表理事就任

第６０回理事会 
2007 年 5 月 23 日 

1.個人情報保護法に関する規則の制定  

会 員 総 会 

2007 年 5 月 26 日 

1.2006 年度事業報告及び収支決算 

2.2007 年度事業計画及び収支予算 

3.その他 

第６１回理事会 

2007 年 6 月 28 日 

1.2007 年カンボジア 8月隊の派遣者変更 

2.15 周年記念祝賀会へのＣＣＨの子ども達招聘

3.職員の採用 

4.職員の退職に伴う餞別金の支給 

5.事務所移転に伴う住所変更 

6.2007 年度中期学校建設事業 

第６２回理事会 

2007 年 7 月 24 日 

1.監事のカンボジア出張 

2.『第 22 回国民文化祭 TOKUSHIMA2007』への役

員及び事務局派遣 

3.職員の採用 

第６３回理事会 
2007 年 9 月 4 日 

1.マーチングバンド指導者派遣 

2.支援物資用倉庫借り入れの件 

第６４回理事会 

2007 年 10 月 23 日

1.理事に対する国際ボランティア･カレッジ講

師謝礼金の支払い 

2.事業活動総合保険の加入 

3.2007 年度学校建設事業 

第６５回理事会 

2007 年 11 月 27 日

1.国際ボランティア・カレッジのカンボジア研

修計画 

2.カンボジア絵画展の企画修正 

3.ジャパンプラットフォームへの入会 

第６６回理事会 
2007 年 12 月 27 日

1.CCH の子どもの日本での研修 

2.2007 年度後期学校建設 

第６７回理事会 
2008 年 1 月 29 日 

1.プノンペン事務所就業規則の改定 

第６８回理事会 

2008 年 2 月 20 日 

1.2008 年度事業計画及び予算案 

2.2008 年度前期学校建設事業 

3.プノンペン事務所就業規則の改定 

4.プノンペン事務所ローカルスタッフの採用 

第６９回理事会 

2008 年 3 月 31 日 

1.理事の就任 

2.監事の就任 

3.代表理事及び副代表理事の互選 

4.2008 年度前期学校建設の追加 

5.200 棟スタディツアーの開催 

 

２
．
協
力
団
体
と
の
提
携 

（
１
）
み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス 

Ｊ
Ｈ
Ｐ
は
、
２
０
０
１
年
８
月
よ
り
六
本
木
の
廃
校
（
旧

三
河
台
中
学
校
）
に
移
転
し
、
２
０
０
７
年
６
月
末
ま
で
事

務
所
と
し
た
。
当
会
入
居
の
１
年
後
か
ら
他
団
体
も
入
居
し

｢

み
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス｣

と
な
り
、
共
同
の
イ
ベ
ン
ト
や
協
議

会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
き
た
。｢

み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ

ス｣

は
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
モ
デ
ル
と

し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
区
が
行
っ
た
耐
震
調
査
の
結
果
、

震
度
７
程
度
の
地
震
が
起
る
と
一
部
崩
壊
の
危
険
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

入
居
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
先
で
活
動
を
継
続
し
て

お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
事
業

等
で
連
携
が
続
い
て
い
る
。 

 

（
２
）
そ
の
他
協
力
団
体 

①
加
入
団
体
と
の
連
携
（
２
４
ペ
ー
ジ
参
照
） 

今
年
度
は
９
団
体
に
加
入
し
、
活
動
展
開
の
為
の
様
々
な 

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
細
は
２
４
ペ
ー
ジ
の
表
に

示
し
た
通
り
。 

 

②
災
害
時
の
緊
急
募
金 

今
年
度
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ュ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
に
対
し 

て
募
金
活
動
を
行
い
、
同
国
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ

プ
ラ
ニ
ー
ル
に
対
し
て
２
万
２
７
６
０
円
を
寄
付
し
た
。 

そ
の
他
、
理
事
会
や
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
当
会
の

災
害
救
援
活
動
の
方
針
や
資
金
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
っ
た
。
詳
し
く
は
２
０
０
８
年
度
事
業
計

画
を
参
照
。 

 

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」 

 

国
連
平
和
大
使
に
任
命
さ
れ
た
世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
。
同
会
は
、
西
洋
音
楽
を
聞
く
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

途
上
国
の
人
々
に
対
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
五
嶋
み
ど
り
さ
ん
等
が
１
２
月
２
０
日

か
ら
２
７
日
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
各
地
で
弦
楽

四
重
奏
の
演
奏
を
披
露
し
た
。 

当
会
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
校

の
調
査
、
日
程
調
整
な
ど
全
面
的
に
協
力
し
た
。
ま
た
、

同
時
期
に
開
催
し
た
当
会
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
参
加
者
に

対
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
て
演
奏
を
聞
く
機
会
を
提

供
し
た
。 

 ３
．
各
種
会
議 

（
１
）
会
員
総
会 

 

２
０
０
７
年
５
月
２
６
日
（
土
）
に
、
高
輪
区
民
セ
ン
タ

ー
集
会
室
に
て
会
員
総
会
を
実
施
し
た
。 

 

（
２
）
理
事
会 

 

今
年
度
は
８
月
を
除
い
て
毎
月
理
事
会
を
開
催
し
、
種
々

案
件
を
検
討
し
た
。
開
催
期
日
と
審
議
事
項
は
表
の
通
り
。 

尚
、
主
な
重
要
決
定
事
項
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
関
す

る
規
則
の
制
定
（
第
６
０
回
）
、
事
務
所
移
転
に
伴
う
住
所

変
更
（
第
６
１
回
）
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
就
業
規
則
の
改

定
（
第
６
７
・
６
８
回
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
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役職名 氏名 

代 表 理 事 笹平（小山

内）美江子 

副代表理事 二谷英明 

副代表理事 今川純子 

理 事 二木日出丸 

理 事 佐伯蘭子 

理 事 山岡修一 

理 事 佐谷隆一 

理 事 高橋久 

理 事 松本伸夫 

理 事 立石義明 

理 事 脇田知子 

理 事 吉岡健治 

理 事 岩本宗孝 

監 事 青野達司 

監 事 中本順夫 

 

（
３
）
運
営
協
議
会 

 
理
事
と
事
務
局
の
情
報
共
有
や
運
営
に
関
す
る
討
議
の

場
と
し
て
、
運
営
協
議
会
を
毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
た
。
開

催
回
数
は
３
０
回
だ
っ
た
。 

 

（
４
）
事
務
局
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

 

ス
タ
ッ
フ
や
定
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
共
有
の
場
と

し
て
、
定
例
的
に
金
曜
の
午
前
中
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

た
。 

 
 

（
５
）
マ
ン
ス
リ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
月
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
第

１
土
曜
日
に
実
施
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
が
中
心
に

な
っ
て
、
事
務
局
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
情
報
を
共
有
す
る
機

会
を
創
出
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
広
報
活
動
、
合
宿
な

ど
を
企
画
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
専
門
分
野
、

旅
行
な
ど
の
経
験
を
参
加
者
に
報
告
し
て
も
ら
う
「
プ
チ
報

告
会
」
を
併
せ
て
開
催
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
派
遣
の
隊
次
を
越

え
た
交
流
の
場
と
な
っ
た
。 

 

４
．
事
業
評
価 

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
勉
強
会 
 

２
０
０
８
年
度
の
評
価
実
施
に
向
け
て
、
２
０
０
７
年
１

月
よ
り
３
月
ま
で
、
理
事
と
職
員
に
よ
る
勉
強
会
を
実
施
し

た
。
実
施
に
際
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
の
助
成
金
（
Ｎ

Ｇ
Ｏ
強
化
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
）
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
よ
り
２
名
の
専
門
家
を
招
く
こ
と
が
で
き
た
。 

勉
強
会
の
目
標
と
し
て
、
①
評
価
に
関
す
る
専
門
的
知
識

を
学
ぶ
、
②
評
価
対
象
を
検
討
し
評
価
デ
ザ
イ
ン
を
完
成
さ

せ
る
、
の
２
つ
を
掲
げ
、
当
会
の
学
校
建
設
と
教
育
支
援
事

業
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

２
０
０
８
年
度
は
秋
の
評
価
実
施
に
向
け
て
、
東
京
事
務

所
及
び
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
で
勉
強
会
を
継
続
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。 

 

５
．
事
務
所
移
転 

（
１
）
新
事
務
所
移
転 

 

み
な
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス
の
閉
鎖
に
伴
い
、
２
０
０
７
年

７
月
１
日
よ
り
、
東
京
事
務
所
を
港
区
浜
松
町
の
宮
下
ビ

ル
４
階
に
移
転
し
た
。
ま
た
、
支
援
物
資
の
保
管
倉
庫
を

確
保
す
る
た
め
に
各
所
に
働
き
か
け
た
結
果
、
最
終
的
に

大
田
区
西
馬
込
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
。 

 

６
．
体
制 

 

（
１
）
役
員
の
体
制 

 
当
会
の
現
役
員
は
一
覧
表
の
通
り
。
（
２
０
０
８
年
３
月

３
１
日
現
在
） 

 

（
２
）
事
務
局
の
体
制 

①
東
京
事
務
所 

理
事
（
常
勤
）
４
名
、
有
給
職
員
（
常
勤
）
８
名
（
１
名

は
９
月
採
用
、
１
名
は
９
月
末
に
退
職
、
１
名
は
３
月
に
プ

ノ
ン
ペ
ン
事
務
所
に
異
動
）
、
定
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名
の

計
１
５
名
が
運
営
に
携
わ
っ
た
。 

 

②
プ
ノ
ン
ペ
ン
事
務
所 

日
本
人
有
給
ス
タ
ッ
フ
６
名
（
１
名
は
５
月
退
職
、
１
名 

は
７
月
採
用
、
１
名
は
３
月
に
東
京
事
務
所
か
ら
異
動
）
、

ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
８
名
の
合
計
１
４
名
が
運
営
に
携
わ

っ
た
。 

 

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

２
０
０
７
年
度
は
、
年
間
で
延
べ
１
１
５
５
名
が
国
内
で 

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
っ
た
。
前
年
度
の
実
績
は 

９
８
２
名
で
あ
っ
た
た
め
、
約
２
０
％
の
増
加
と
な
っ
た
。 

ま
た
、
活
動
時
の
事
故
や
怪
我
に
対
し
て
会
が
補
償
を
す

る
為
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
７
１
名
加
入
し
た
。 

              


